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    Herein we report our experience of percutaneous nephro-ureterolithotomy on 18 renal or upper 
ureteral calculous patients between December, 1984 and May, 1985. Using an ultrasonic lithotrite 
and a nephroscope especially developed for the percutaneous disintegration and removal of upper 
urinary stones via a nephrostomy, 15 of the patients were successfully treated without open surgery.
























































及び下腎杯)を 目指 し,通常は18Gの トラカール針
を用いて穿刺を行なう,
確実に腎杯経由で腎孟が穿刺された後に穿刺針を通
してJガ イ ドワイヤー(o.038インチ)を 腎孟 ときに
は尿管まで挿入 し,それをガイ ドとしてテフロソ製筋
膜ダイ レーター(6F→9F,CookUrological社製)
で拡張 し,更 にtelescope型の金属 ダイ レーター
(9F→24F,St・rz社製)で 腎痩経路の拡張を行なう・
3,1期 的経皮的腎尿管切石操作




イ レーターを抜去し,更 に1本 の 」一ガイ ドワイヤー
を追加挿入 した後に外套管を抜去する.そ の後,追 加
されたガイ ドワイヤーを用いて再度,金 属ダイレータ
ーで同様の手順を繰 り返 し,腎 孟鏡の外套を挿入す







の拡張が終了後,ガ イ ドワイヤー及び9Fの 金属ダ
イ レーターのみを残し,他 の金属ダイレーターは抜去





後,バ ルーンカテーテルを抜去する.こ のうち1本 は
























































治 療 成 績
著者が 今回経験 した18症例 の結石摘 出方法 は
Table1に示したとお りである.1期 的に施 行 され












症例 年齢 ・性 初発 水腎症
部位 数(藷 慧)醗 の有無
結石摘出
方 法























































































































































































た,他 の1例 は初期の症例であるが,術 後残存結石が
尿管内に嵌頓 し,軟性鏡による再度の抽石を試みるも
以前に施行されている腎孟切石術のために尿管の屈曲




に見 られたが,そ のうち重篤なものは2次 手術を必要
とした症例に重複して認められた.す なわ ち,造 影
剤あるいは潅流液の腎孟外溢流が3例 でみられ,そ の
うち1例 は腎痕設置が経腹膜的 に行なわれ ていたた
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